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っ
て
い
る
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‥分
、
署
い
寒
い
に
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「
蛹
州獅
服
岬

「
机
の
上
が
整
理
さ
れ
て
い
る
人
一

曜
紺
織
脂
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・

っ
た
。

っ
て
い
る
こ
と
は
間
違

っ
て
い
る
と
。

こ
れ
か
ら
会
社
も
皆

で
大
き
く
し
よ
う
　
そ
う

な
れ
ば
皆

に
も
部
下
は
当
然
で
き
ま
す
。

績］赫
寧撻
き誹誠
∝が
い訳獄
れ神げ
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∫
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『
鉢
十
許
紅
胡
人
を
交
え
小
半
日
語
り

合
う
。
松熙帥林計弊
に却
女だ
ったＴと再会．

続

い
て
Ｆ
と
再
会
。

た
Ｋ
。
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岬
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盃

一

杯

の

米

こ
の
小
文
は
、
ぼ
く
の
交
友
録
で
す
。
話

は
昭
和
二
十

一
年
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

当
時
ぼく
は
貯
金
局
眸鋤
”
α”雄
μ
熱．

十
八
才
で
し
た
。
当
然

な
食
糧
難
で
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
な
ど
を
前

書
き
と
し
て
、
事
実
だ
け
を
記
述
し
ま
す
。

昭
和
二
十

一
年

一
月

つ員労湘辮］櫛̈
恭市出一すこ”は紳榊罐嶼赫ヽ

Ｙ
に
恵
ん
で
貰
う
。

昭
和
二
十

一
年
四
月

「
新
生
同
人
会
」
結
成
。

同
人
誌

「
新
生
」
発
副
ど
の
Ｎ
。
秀
才
の
Ｆ
．

嗣
は
駆
鰤
燎
Ｗ
ガ
騰
』
耐
線
ヒカ、
口ん後
”
口
Ｔ
。

（後
に
Ｎ
夫
人
）
。
焙

昭
和
二
十
四
年
八
り
ぼ
く
は
解
雇
さ
れ
た
。

レ
ツ
ド
バ
ー
ジ
に
依
ｈ

そ
の
以
前
に
、
Ｋ
は
京
大
、
Ｆ
と
Ｎ
は
早
大

に
従
鮮
力ヽ し
ダ
妙
一
」
十
年
代
間
近
ま
で
ぼ
く

は
泥
田
を
這
う
よ
う
な
生
活
を
送

っ
た
。

赫哩詢絆̈
募い
湾あヵ、”ａｒ融劾旗は四

人
も
い
た
。

つぶК
狙雛
昴
ば綱
獄一Ｍ
レ雄肇れ
輝炒

来
る
よ
う
に
な

っ
た
な
ら
ば
、
何
時
か
必
ず

厳騨職
〔̈
一議
一翻
か硫
劇蹴ど農
”鵬一臥

状
の
交
換
を
続
け
た
。

．
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介

小

池
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後
藤
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三

と
な
ん
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っ
た
っ
て
ビ
ニ
ー
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押
し
出
し

い
襲
中
耐
機
】
ψ
が
伸
競
れ
は
れ
試
い
デ
始

様
お
願
い
い
た
し
ま
す
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０
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性
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予

一　
日　営牲耐層喘ｒ始印判絡会議

英
会
話
教
室
　
午
後
四
時
か
ら

九
　
日
　
ス
梓
引
相
鴨
ス会
キ
‐
場

十
八
日
　
一大
会
話
教
室
　
午
後
四
時
か
ら

二
五
日
　
英
会
話
教
室
　
午
後
四
時
か
ら

上政

゛
し

ゃ
し
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∧
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ー
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材
淵

ツ
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‐
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・
２
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プ
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一
一
一
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た
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一
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´
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´
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一　
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（を椛腱認嵐れぎ
赫じッ４耐調畔「）

パ
ニ
ラ
エ
ッ
セ
ン
ス
を
か
る
く
混
ぜ
合
わ
せ
、

③。②一̈一一〕一０をさ（ら”一̈”中酬̈てノヾホ】来‐プレ一

が
り
で
す
。迷

　
★
　
路

囃岬継瑯瑯‐力、を′レら取御ンタ入「は開“加蔓”知け。
おヽ

如
響

り

せ

ス

キ

ー

同

好

会

ス仁
‐・月以
邦‐．勧
卸辞
レ輔
は江

す
。場

所
　
朴
の
木
平
ス
キ
ー
場

宿泊　肝能
『温賊らさぎ
』
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話
０
５
７
７
５
３

＊

２

６

２

６

出
発
　
一
一月
八
日
　
午
後
四
時

下鯵珈̈
櫛岬押一極い一［一

お

誕

生

日

紹

介

二
月
生
ま
れ
の
人

社
内
　
一之
帥
碑
∝
〇
年
二
月
　
八
日

下
庖
稲
二
八
年
二
月
十

一
日

牧
磨
織
理

一
年
二
月
十
九
日

光
開
硼
朝
四
年
二
月
二
四
日

家
族
　
牧
四
縛
鏃
〇
年
二
月
　
二
日

稲
藤
稽
麟
〇
年
二
月
　
四
日

横
帥
線
離
五
年
二
月
　
五
日

嘲
語
癬
０
０
年
二
月

一
〇
日

昭
和
〇
〇
年
二
月
十
四
日

□
□
□
□

富
田
美
千
代

皆
様
、
毎
月
毎
月
社
内
報
を

御
愛
読
い
た
だ
き
ま
し
て
ぁ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

」ｒ”用いか脚翡紳ｒ”】

せぎひ牡魔撃囃け〕私達
の

中躙
コ紳
輝』誠嶽ば贅型ａヽ

今
の気持ちを書
いてもら
い

はれ獄跡ｒ州淵麟姉熟叔肺

え
た
時
の
事
を
思
い
出
し
ま
し

轟Ｆ
わ肛わ硫哺酬いデ鍼
執

でれれわだヵ、皆。様。の。御．孵持
に

そ
え
る
様
に
な
る
に
は
先
の
事

だ
と
思
い
ま
す
が
、
も

っ
と
多

く
の
方
々
に
読
ん
で
い
た
だ
け
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膊岬熟拶勁し

来
月
号
を
御
期
待
下
さ
い
！
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